
令和 2 年 4 月 1 日作成 

 

 

延長実測図及び継手接合チェックシート類の作成と提出方法について 

 

 

1． 延長実測図の記入内容について【記入例①参照】 

(1) 設計値の記載は行わない。 

(2) 出来高延長は平面距離のみを記載し、管種口径毎の距離表示は行わない。 

(3) 起終点の総延長を記載する。（仕切弁や空気弁等の構造物では区切らない。）ただし、巻

末に排水弁が設置されている場合は排水弁の中心までの延長を記載する。 

(4) 起終点の途中で分岐がある場合は、分岐位置から管末までの延長を記載する。 

 

2．継手チェックシート類の作成及び提出について 

(1) ダクタイル鋳鉄管、水道配水用ポリエチレン管ともに現場で作成した原本を完了検査時

に提出すること。（検査終了後、継手チェックシートは返却いたします。） 

 

3．水道配水用ポリエチレン管の EF 接合管理表の取扱いについて【記入例②参照】 

(1) EF 接合管理表の提出を取止め、共用コントローラの融着履歴データ出力表の欄外に接

合箇所番号を記載し作成する。 

 

４．適用時期 

  令和 2 年 4 月 1 日以降に契約する工事（特別給水承認工事及び設計審査工事にあって

は令和 2 年 4 月 1 日以降の給水申込み分）からとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記入例①（出来形実測図の記入内容について）

 
 

①設計値の記入は行わない。 

②出来高延長は平面距離のみを記載し、管種口径毎の距離表示は行わない。 

③起終点の総延長を記載する。（仕切弁や空気弁等の構造物では区切らない。） 

ただし、巻末に排水弁が設置されている場合は排水弁の中心までの延長を記載する。 

④起終点の途中で分岐がある場合は、分岐位置から管末までの延長を記載する。 



記入例②（共用コントローラの融着履歴データ出力表の記入内容について） 

 
 

水道配水用ポリエチレン管 EF 接合管理表の作成は取止め、接合箇所番
号を共用コントローラの融着履歴データ出力表の欄外に記入する。 


